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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

合計 30.00 299,037 538,604 373,577

文化財総合対策費

銃砲刀剣類登録及び公開費

245,477
・歴史的資料の収集、調査研究、公開活用、及び地域の
課題解決など「地域貢献型」取組の実施
・施設館の管理・運営

21.00 178,523 395,509県立歴史館事業費

127,379

・銃砲刀剣類の登録、美術刀剣類保存講習会の開催 0.50 655 721 721

・文化財の指定に関する調査、文化財指定
・文化財所有者が行う文化財の保存・修理や活用事業へ
の補助

8.50 119,859 142,374

30年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No 30年度　実施内容

職員数 29年度
細事業名

予算要求からの主な変更点 （県立歴史館事業費）緊急性等を考慮し、講堂椅子改修費、電子顕微鏡更新費、県測量図デジタル化経費等を減額

610,997

成果指標
設定理由

・保護・継承、活用すべき文化財として位置付けるための文化財指定について、指定件数を成果指標に指定
・文化財を確実に保存・継承していくため、文化財補助件数を成果指標に設定
・県立歴史館の事業の成果を表す指標として、利用者数を成果指標に設定

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 237,420 237,420 237,420 237,420

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 28年度 29年度 30要求 30予算案 指標及びその達成状況

538,604 373,577

 決　　算　　額（B） 394,798

概　算
人　件

費

 職員数（人） 30.00 30.00

 概算事業費（B（A）+C） 632,218 540,773 776,024

30.00 30.00

　その他 16,577 25,664 48,235 20,046

4,141
3 県立歴史館利用者数 112,390人 110,000人 110,000人

　県　債 134,000 21,000 148,000 82,000
2 文化財修理等補助件数 47件 45件 45件

1 年度末文化財指定等件数 1,295件 1,310件 1,320件

Aの
財源

　一般財源 306,657 246,199 337,228 267,390

　国庫支出金 9,108 10,490 5,141

予
算
額 補正予算

合計（A) 466,342 303,353

目指す姿

・文化財指定により、文化財に対する県民の理解を深め、文化財を未来に継承していく意識を醸成するとともに、文化財の活用を推進し、観
光振興や地域振興を図る。
・所有者や市町村等による文化財の保護活動を支援し、文化財の確実な保護・継承を推進する。
・県立歴史館による歴史的資料の収集、保存整理、公開活用を行い、心豊かな県民生活の実現と文化の向上を図るとともに、地域に貢献す
る取組みを推進する。

（主な実施内容：文化財の指定、文化財の保存修理事業への支援、埋蔵文化財保護対策、県立歴史館管理運営　）

当初予算 466,237 299,037 538,604 373,577 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 28年度末

29年度末
（見込）

30年度前年度繰越 105 4,316

部局 教育委員会事務局

1-4 生涯を通じて学べる環境の整備

課・室 文化財・生涯学習課

実施期間 S25 E-mail

3-3 心豊かな暮らしを実現する文化芸術の振興

事業番号 15 08 03 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・県民共有の財産である文化財の保護・継承を図るため、引き続き文化財の指定等を進め、文化財の保
護・継承を進めるとともに、文化財の活用を推進していく必要がある。
・文化財は火災や災害により被害を受けやすく、また、所有者自身による保護活動にも限界があるため、
保護・継承を推進するための支援が必要である。
・県立歴史館での歴史的資料の収集、保存整理、公開活用を積極的に行うとともに、これまで以上に地
域に貢献する取組みも実施する必要がある。

30年度予算額 373,577 千円

職員数 30.00 人

bunsho@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 文化財保護事業費

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善

mailto:bunsho@pref.nagano.lg.jp

